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者のうち 38％ が女性で、全体の平均年齢は 40 歳。
年齢構成別の内訳は、22 歳から 39 歳が 40％、40 歳
から 54 歳が 47％、55 歳から 66 歳が 13％ であった。
　イノベーション関連能力に関する質問は、①新
しいアイデアの創出に関する項目、②アイデアの
伝達・普及に関する項目、③アイデアの実行に関
する項目に別けて設定された。①では、自分が生
み出したアイデアの数、②では、自分が生み出し
たアイデアを誰かに伝達した回数とその伝達した
相手、および他者が生み出したアイデアの伝達回
数とその相手、③では、自分が生み出したアイデ
アの実行回数と実行者、および他者が生み出した
アイデアの実行回数と実行者を尋ねた。その上で、
著者らはこれらと年齢との相関関係について分析
した。さらに、性別、学歴、職階、職歴等の変数
でコントロールした上で、各質問項目と年齢との
回帰分析を行った。
　その結果、イノベーション関連能力に関する値
は年齢とともに衰えることはなく、経験の積み重
ねや、それに伴う思考力や判断力、プロジェクト
や組織への対応能力等の向上により、上昇するこ
とが示唆された。イノベーション・プロセスでは、
社会に広く分布している知識を活用し、新たな知
識を生み出していくことが必要とされる。社会の
ニーズが多様で複雑なものになるにつれて、斬新
なアイデアを生み出すだけでは、イノベーション
を実現し普及させることは難しい。したがって、
自身のアイデアのみならず、他者のアイデアであっ
てもそれを解釈し、伝え、組織を動かす実行力が
求められる。このことは、知識創造性の重要性を
低めるものでは決してないが、年齢とともに備わ
る経験や判断力を活かす方向性について、示唆を
与えるものといえる。
　ほとんど全ての先進工業国において、労働者の
平均年齢が上昇しているため、労働者の年齢と職
務遂行能力の関係に対する関心は年々高まってい
る。ただし、心理学や行動科学のアプローチによ
る社会的課題の実証は、一般に条件の設定とその
コントロールが難しいため、様々な角度からの検
証が必要となる。当研究の結果も例外ではなく、
更なる検証が求められるが、年齢と職務遂行能力
との関係を探ろうとするこれまでの一連の研究に
一石を投じている。
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　これまで心理学や行動科学の領域では、知識創造性と年齢の関係においてポジティブな相関は稀で
あった。しかし、現在の社会におけるイノベーション創出には優れた知識創造性だけではなく様々な
能力が求められる。香港大学の Ng博士とジョージア大学の Feldman博士は、米国の様々な産業のマ
ネジャークラス 196名を対象としてイノベーション関連能力と年齢の関係を調査した。その結果、イ
ノベーション関連能力に関する値は年齢とともに衰えることはなく、経験の積み重ねやそれに伴う思
考力や判断力、対応能力等の向上による上昇が示唆された。多くの先進国において労働者の平均年齢
が上昇している今、労働者の年齢と職務遂行能力の関係に対する関心は年々高まっている。今後、様々
な角度からの更なる検証が求められる。
